平成１９年度　伊子連交流集会　グループ別討議　結果
1 活動内容
（どんな事に力を入れて運営しているか。またその成果は？）
· メンバーの負担を軽減。現在は当番制にしていない。出てきてもらうことが一番。

· 地域のつながり→自治会の協力。

· 親子で楽しんで、リラックスできればOK。

· 家庭で孤立しないように。でも場所がなく外へ。

· 絵本は子どもだけでなく、親も楽しめる。ランチも兼ねて、一日楽しんでいる。

· 車を使わず、近くで地域ぐるみでやっている。
· 無料でイベントをやっている。
（マンネリ化・話をする人が毎回同じになってしまわない等の解決策）
· 皆で話し合って内容を決める。

· 当番を決め、話した事がない人とでも協力したりして仲間作り。

· 喫茶店化しているので、協力を求めている。（話す人を分配・指示。でも人数多くて。）
（連絡方法）
· メールで一括送信。

· 当番さんが内容をコピーし、配布。

· 代表者が電話で返事を聞く。（電話代はボランティア）

· 連絡網。
2 活動中にあったトラブルや問題点
· 託児終了後にケガをした。
· 保険に入っているが、おりない。（公園遊び中や活動後の駐車場など。）
· ボランティア活動保険は、活動中であればわずかな保険料で一年間を保障。

しかし、子どもがボランティア活動をしているわけではないので、保険には加入していない。ケガをした場合も傷害保険はおりない。親が加入した保険の対象になるかどうかが問われる。賠償の場合は、第三者にケガをさせたり、物を壊したりした場合は賠償保障の対象となる。サークルのメンバーの子どもは第三者として扱われない場合は、賠償保険の対象とならなくなるので、これでは保険をかけた意味がないと言われる。これについては保険会社と協議が必要だ。

· 子育てサークルの事故に対する最大の悩みは、子どもがケガをすることだと思うので、

　スポーツ保険（1人500円/年）やボランティア行事保険（1回580円　サークル全体対象）なども検討が必要だろうか。
（ケガをした場合の対処の仕方）
· 赤十字の講習会を受講するのも一つの手。

· ファミリーサポートセンターの提供会員講習会でも、救急法は必ず行っている。

会員登録するしないに関わらず受講は無料だし、託児も無料でお願いできる。

お知らせは伊賀市社協だよりなどに掲載される。
3 子育て支援者団体(スマイル母･カンガルー･はあと＆はあと等)を利用した感想･要望
· どこを呼んでも、アイデア豊富で楽しかった。

· お礼をどうするか。無償でも気持ちは必要！？

· スマイル母…楽しかった。クリスマス会に手作りおもちゃ作成指導を依頼している。

· うきうきスケッターs（島ヶ原）…体を使った遊び。スタッフ5～6人で交通費2～3千円。
· くりっこ（伊賀地区）…人形劇。おばちゃんで伊賀弁混じりの劇で面白かった。謝礼2千円。
· 内海先生…3Ｂ体操。

· ピッコロはぁもnin…演奏数が多い。メンバーが同年代でパワーをもらった。謝礼3千円。
④伊賀市になって3年だが、サークルで変わった事や困った事はないか
（例えば、合併前には使用を許可されていた画用紙などの備品が、使用できなくなった等）
· 備品が使えない。（今までは画用紙自由だったのが×。コピー用紙持参。
· 伊賀市社協のとある支所は、荷物を置けなくなった。

· 助成金が減った。
⑤伊子連について
（良いところ、嫌なところ）

· メーリングリストで色々と情報をもらえる。
· 夜中にメールが届いて困った。

· 事務局にもっとスタッフが必要。
（社協からの助成金をもらうのに登録しないといけないことについて）
· 3万円を助成してもらいたいだけで、伊子連へ加入しているサークルもいる現状で、チェックする所は必要だと思う。社協は子どもだけでなく高齢者や障害者など市民ニーズの多様化があり、新たな施策の推進が求められている。このような中、限りある資金（金・人・もの）を市民のニーズに合わせ、最適に配分していく必要があると思う。

社会環境の変化に対応し、市民の視点に立った効果的で効率的な子育て支援運営を実現するため、改革・改善をしたり評価を担ってもいいのでは。
（今後、どのような活動をしていきたいか）
· 合同で子ども向け音楽療法講座など

　　　　　↑詳しくは、伊賀市社協だより11月号（No.34）6ページをご覧ください。

⑥いが子育てサークル通信（今後）について
· 現行の通信ではサークルメンバーにしか行き届かない事が多く、またあのスペースで伝えたい事は限界があると思う。スタッフの負担もあるし、思い切って廃止してYOUの後半号をりようさせてもらったらどうか。28サークルあれば順番にサークル紹介をしたり、年度始めに合わせ全サークル募集を載せてもらうなど（現行の一覧みたいに）。一般の人に見てもらう事も大事だと思う。
⑦伊賀での子育ての大変さ（他県と比べて等）反対にいいところ
⑧その他
（悩み・不安等・・・）
· 子ども達の遊べる所がほしい。老人の集うセンターやゲートボール場などが出来てばかりである。

· 沢山の子育てサークルは存在するが、いきなりツテも知合いもなくとび込んでいく人はあまりないと思う。郡部には遊び場開放の場があるのに、上野地区は各保育園のものしかなく、乳児を連れて安心して友達の輪を広げられる場がないのが残念。
· 次期代表者の選任。
時間が足りなかったようです。すみません。

（ご協力ありがとうございました。）

